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はじめに

．瓊浦揮肅未㝎稿『華語跬歩 全』と御幡雅文混纂『華語跬歩音集』

．御幡雅文『華語跬歩 下編』日清貿易商会蔵版

御幡雅文『華語跬歩 上編』日清貿易商会蔵版について

荒尾精による京都の私塾での使用

．井手三郎手写『華語跬歩 東中問答』

おわりに

御幡雅文 が著した『華語跬歩』（かごき

ほ）は、上海にあった日清貿易研究所や東

亜同文書院で用いられた中国語の教科書で

ある。

この教科書は三十年あまりの長きに渡っ

て改訂されつつ刊行されており、『華語跬

歩』といっても版によって内容が大きく異

なっている。

本文は、そういったさまざまな版のうち、

東亜同文書院で使用される以前のものの概

要や所蔵先をまとめつつ考察するものであ

る。

『華語跬歩』については、すでに鱒沢彰

夫「御幡雅文伝考」 が諸本を紹介し、御幡

が中国語教育の経験を踏まえつつ独学に便

するよう改訂し続けた足跡をあきらかにし

ている。しかし、参考資料の所蔵先につい

                                            
1 御幡雅文（おばた・まさぶみ 1859〜1912）。肥

前国長崎（現長崎県長崎市）出身。中国語通訳、

教育家。東京外国語学校漢語学科を経て陸軍省派

遣北京留学生。熊本鎮台、済々黌（せいせいこう）、

長崎商業学校、日清貿易研究所、東亜同文書院で

中国語を教えつつ、『華語跬歩』『文案啓蒙』『滬語

便商』など中国語教科書を著した。三井物産会社

上海支店在職中に病没。（対支功労者伝記編纂会編

『対支回顧録』下巻、対支功労者伝記編纂会、1936
年 4 月、231〜232 頁参照。） 
2 鱒沢彰夫「御幡雅文伝考」早稲田大学中国文学会

『中国文学研究』第 26 期、2000 年。 

て明記されていないものがあり原本にあた

りにくい。

拙文「東亜同文書院の中国語教材：『華語

萃編』以前について」 は『華語跬歩』諸本

のなかでも東亜同文書院で使用されたと考

えられるものを扱った。御幡は独学での使

用を意識して中国語の音を独自のカナ表記

であらわすなど『華語跬歩』の改訂を重ね

たが、この教材で中国語を習得した東亜同

文書院出身の教員たちが編んだ中国語教科

書『華語萃編』は大きく性格を異にし、独

学には全く向かない授業での使用を念頭に

おいたものとなっており、東亜同文書院は

自校での教学経験をもとに教科書の性格を

変化させたことをあきらかにした。

しかし、東亜同文書院使用以前の『華語

跬歩』については、前掲鱒沢「御幡雅文伝

考」の記述に依拠するところが大きいにも

かかわらず、そこでとりあげられた版のい

くつかについては所蔵先が確認できなかっ

たため未見のままであった。

本文では、新に実見することができた資

料の所蔵先を確認しつつ、「東亜同文書院の

中国語教材」では詳しくはみていなかった

東亜同文書院で使用される以前の『華語跬

歩』について考察する。

                                            
3 石田卓生「東亜同文書院の中国語教材：『華語萃

編』以前について」愛知大学現代中国学会編『中

国 21』Vol.32、東方書店、2009 年 12 月。 



122

㝎

瓊浦揮肅未㝎稿『華語跬歩 全』は、東

京大学 学 代日本 料

明 新 文 井手三郎文 （以下、

井手三郎文 ）に所蔵されている。

井手三郎 は 188 年（明 20）から 1890
年（明 23）にかけて中国を 学した経験

があり、日清 は中国で新 業を み、

また東亜同文書院を した東亜同文会の

に参 するなど中国に長く わった

物である。

さて、瓊浦揮肅未㝎稿『華語跬歩 全』

であるが、「瓊浦」（けいほ）は長崎の 、

「揮肅」（きし く）とは御幡雅文の であ

る。「未㝎稿」（未 稿）としているが、書

物自 は された の 本である。

見 りに「明 月」とあることか

ら 1886 年（明 19）、御幡が熊本鎮台にい

た 期に刊行されたとみられる 。『華語跬

歩』と けられた本のなかで も いも

のである。

漢 の に を けて をあらわ

し、 音は 、 音は で して

いる。

本書の は のようである。

録

改 北音 編（24 ）

家 （2 ）

（1 ）

文

身

                                            
4 井手三郎（いで・さぶろう 1862〜1931）。肥

国 （ほうたく ん）中 （現熊本県熊本

市）出身。新 家、 家。済々黌に学 、188
年から 3 年 中国を 学。日清 は陸軍の通

訳 を めた。1896 年 で『 』（ んほう）

行、1898 年東亜同文会 に参 、1900 年上

海で『同文滬 』、190 年には同じく上海で日本

語新 『上海日 』を 行した。1912 年から

院 員を 2 期 めた。（前掲『対支回顧録』下巻、

529〜540 頁参照。） 
5 鱒沢彰夫「御幡雅文伝考 」早稲田大学中国

文学会編『中国文学研究』2 期、2001 年、21 頁。 

用

物

問答 語

（9 ）

東中問答（2 ）

全省

「改 北音 編」は漢 の中国語音を

カナで表して 十音 に したもの、「

家 」は に用いる の 、「 」は

の をしめしたもの、「 文 」から「問

答 語 」（60 ）までは 語や語 集、「

」はことわざのような通 な表現の

文集、「東中問答」（全 36 ）は日 の

用 文、会 文集である。

にあたる「 録」には「 華語跬歩

音集」と されており 録教材があった

ことがわかるが、井手三郎文 所蔵本には

されていない。

この 録教材は御幡雅文混纂『華語跬歩

音集』のことだと われる。これを し

ていた 書店によれば出版 期、出版

明の 19 の 本で、漢 を に

て 音をカナで表し、本編と同じく漢

の の で 、 音と 音を

しめしている 。

本書 録「改 北音 編」や御幡雅文

混纂『華語跬歩音集』がカナで中国語音を

あらわしていることは い。

これまで確認することができていた版で

は、1901 年（明 34）の 原文 郎編

『華語跬歩 全』東亜同文会蔵版での 音

「北音 」で 十音 に漢 を

するものの 音自 についてはなにも表

記されていなかったものが、1903 年（明

36）の御幡雅文『華語跬歩 全』東亜同文

会蔵版（文 書店）の「 音 」から

音 とつ とつをカナによってあらわ

すようになっていた。この変化は、御幡が

東亜同文書院などでの中国語教育の経験を

踏まえて独学でも使うことができる教材と

するために 夫したものだと考えてきたが、

実 にはそれらより い版の『華語跬歩』

を する から、すでにカナ表記してい

たのである。

もちろん、カナで中国語の 音を 確に

                                            
6 o o . lo . 1 081020
（2013 年 2 月 18 日確認。） 
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あらわすことはできない。しかし、カナは

日本 にとってもっとも みがある表音

である。独学をするとき、カナ表記が

まったくないよりは 音したい音に く

ことができるだろう。

御幡雅文は本格 な教材を著す から、

教員が の前にいなくても 音を学ぶこと

ができるように して 音をカナ表記す

る、つまり独学にも用いることができる教

科書 りを していたのである。

なお、この瓊浦揮肅未㝎稿『華語跬歩

全』について鱒沢「御幡雅文伝考」は『華

語跬歩』ではなく『華語 歩』としている。

つの未 稿本があるのだろうか。鱒沢は

『華語 歩』とする本の所蔵先は記されて

おらず確認できていない。

本書は井手三郎文 に所蔵されている

の された 本である。

見 しには「明 月」すなわち

1890 年（明 23）とあるが、 「 」

には「 月」すなわち 1891 年（明

24）とある。鱒沢「御幡雅文伝考」も述

ているように 、刊行されたのは 1891 年

（明 24）中であろう。

は のようである。

録

商 問答（2 ）

見問答（18 ）

（ ）

巻 には「 」、「 校 」、「御

幡雅文 編 」、「 」とある。

本書の「 」は、瓊浦揮肅未㝎稿『華

語跬歩 全』 録の「 」と同じもの

である。

本書が刊行された 期、御幡雅文は上海

の日清貿易研究所（1890〜1893）の中国語

教員であった。『東亜先 記伝』によれ

ば「 」も同所の教員である 。

                                            
 鱒沢、前掲「御幡雅文伝考」、42〜43 頁。 

8 写 「日清貿易研究所 業生」には三 中 の

荒尾精の向かって に「 （清教）」、「御幡雅

文（清教）」の が んで写っている（ 会編

『東亜先 記伝』上巻、明 年 書、原

書 、1966 年 6 月。1935 年 会出版 刊行本

この「 」による御幡雅文『華語跬歩

下編』日清貿易商会蔵版の「 」には の

ように述 られている。

精

 
（ 、日本の商業を するため中国に貿

易研究所が けられ、 な 者が中国語を

学 に海を えてやって た。その を

えると あまり、御幡 を してその

にあたらせた。私は上海で御幡 と いが

けず 会し、手を り って を かしん

だ。御幡 は教える内容をまとめた『華語跬

歩』を見せてくれた。その語 の は

で、わかりやすく、 学者の にまこと

に さわしい。）（下 は 用者。）

これによれば、本書は日清貿易研究所で

の中国語教育のために編まれたものである。

それにもかかわらず、な 日清貿易研究

所ではなく「日清貿易商会蔵版」となって

いるのか。それは日清貿易研究所の 者

荒尾精 の の では、 の は教

育ではなく商業にあったためだとみられる。

その となる として「日清貿易商会」

が考えられていたのであり、それを支える

の 材 として されたのが

日清貿易研究所であった 。資 足もあり、

には「日清貿易商会」 は実現し

なかったのだが、日清貿易研究所 のた

めの教材『華語跬歩』を していた

ではまだ が されていたのであろう。

このような商業重 の は、教材の内

容にも されており、『華語跬歩』のさま

ざまな版のなかで 「商 問答」と商

                                                              
の 。）。また、「教 には御幡雅文、 郎、

支 、 を し」（同 403 頁。

下 は 用者。）とも記されている。 
9 荒尾精（あらお・せい 1859〜1896）。尾 国出

身。軍 、教育者。 は 行、 に精と改 。

、東方 と する。陸軍教 、陸軍 学校

（ 第 5 期）。1886 年中国に派遣され漢 を拠

に に した。1890 年上海に日清貿易研

究所を 。1893 年 。1896 年台 で

に り した。（前掲『対支回顧録』下巻、461
〜496 頁参照。） 
10 大学 編纂 員会編『東亜同文書院大学 』（滬

会、1982 年 5 月、23〜24 頁）参照。 
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を した内容を 録していることからもう

かがうことができる。

御幡雅文『華語跬歩 下編』日清貿易商

会蔵版の書 に下編とあることから、『華語

跬歩 上編』があることが できる。

者は未見であるが、御幡雅文『華語跬

歩 上編』日清貿易商会蔵版は 在したよ

うである。

鱒沢は のように述 ている。

御幡雅文は 明 23 年 1890 8
月には、荒尾精の日清貿易研究所（上

海）の 所に え、日清貿易商会蔵版

『華語 歩 上編』（ ）を刊

行し、同年 9 月より日清貿易研究所で

教 をとる。 年には「商 問答」（下

は 用者）などを した『華語

歩 下編』を刊行

ここでも『華語跬歩』ではなく『華語

歩』となっているが、井手三郎文 所蔵の

「日清貿易商会蔵版」は表 、見 りとも

に『華語跬歩 下編』である。御幡の「日

清貿易商会蔵版」には つの版本があった

のだろうか。鱒沢は所蔵先を記しておらず

確認できていない。

さて、御幡雅文『華語跬歩 上編』日清

貿易商会蔵版については、先の 用文中の

「日清貿易商会蔵版『華語 歩 上編』（

）」の 所に のような が けら

れている。

者 鱒沢 は『上編』の原本は未見。

「御幡雅文の華語跬歩」（『支

語 』 19 年 1944 2 月

書院刊 2 28 所 ）による。

は軍用書 を き けた

業者。「続 語」を 、「東中問答」

を「家 問答」と改 するが、内容は

同じ。

また同 用文中の「『華語 歩 下編』」

については の が いている。

『下編』には「 見問答」も して

                                            
11 鱒沢、前掲「御幡雅文伝考」、32 頁。 内は

用者。 
12 同 42 頁。 内は 用者。 

いる。なお、「商 問答」はこの版にの

み 。

これらをまとめると、 い版（瓊浦揮肅

未㝎稿『華語跬歩 全』）の「東中問答」を

「家 問答」と改 し、「続 語」をくわえ

たものが『上編』となる。この『上編』に

「 見問答」と「商 問答」をくわえたも

のが『下編』であると ことができる。

しかし、井手三郎文 所蔵の御幡雅文『華

語跬歩 下編』日清貿易商会蔵版をみるに、

この 明には つの問 がある。

『上編』について、 い版に「続 語」

を足すといっても、先行する版である瓊浦

揮肅未㝎稿『華語跬歩 全』には「 語」

という がないのである。もともとない

もについて、いきなり「続」となるだろう

か。もっとも、「続 語」を前版の内容に

えたという鱒沢の 明は の記述に依拠

したものであり 自身も原本はみておらず、

さらに 者は の 文も未見であるため

詳 の確認ができていない。

『下編』については、井手三郎文 所蔵

御幡雅文『華語跬歩 下編』日清貿易商会

蔵版は上掲したように「商 問答」「 見問

答」「 」の 編しか 録しておらず、

鱒沢が述 るような『上編』に内容を え

たものではない。

もっとも、鱒沢が未 稿、日清貿易商会

蔵版をともに『華語 歩』としていること

から、井手三郎文 所蔵本とは異なる版が

在する 性もある。しかし、『上編』の

訂本が『下編』となるのは 自 ではな

いだろうか。『下編』は『上編』の続編とな

るのが であろう。

御幡雅文『華語跬歩 上編』日清貿易商

会蔵版がどのようなものであったのかにつ

いては、拙文「東亜同文書院の中国語教材」

でも述 たが、 原文 郎編 『華語跬歩

全』東亜同文会蔵版の内容と同じものであ

ると 性が い。

原文 郎編 『華語跬歩 全』東亜同

文会蔵版は、 巻本であるにもかかわらず

には「上編」と記されている。しかし、

に「全」とあるように、そもそも「下

編」などなく、この の「上編」の語は

意 をなさない。

                                            
13 同 43 頁。 
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また、 原文 郎編 『華語跬歩 全』

東亜同文会蔵版は『華語跬歩』であるにも

かかわらず、編 者として東亜同文会の

である 原文 郎 の があげられてい

るのみで、著者である御幡雅文の は記さ

れていない。これは東亜同文会が東亜同文

書院を する 、使用する中国語教材と

して 原が の『華語跬歩』を「編 」

して刊行したためではないだろうか。御幡

は に東亜同文書院で教 をとるが、 校

期や 校 、この学校と して

いないようである。著者 がなく編 者

しかあげられていないのも、そのためであ

ろう。

以上から 原が中国語教科書を編 した

に 本となったのが御幡雅文『華語跬歩

上編』日清貿易商会蔵版であり、 巻本と

して刊行したにもかかわらず 本の に

あった「上編」の語が れたと する。

参考として 原文 郎編 『華語跬歩

全』東亜同文会蔵版の をあげる。

北音  
家 （2 ） 
文  

 
 
 
 
 

店  
身  

 
 
 

材  
病  
物  

 
語  

                                            
14 原文 郎（かしわばら・ぶんたろう 1869〜
1936）下 国下 生 （しもはぶ ん） 田 （現

県 田市）出身。 家、教育家。東京

学校に学ぶ。早稲田大学 員。東亜同文会

に参 し として実 や東京同文書院 を

。また 中学校（現中 大学 学校）

の経 、同文会による の中日学院、漢 の

漢中学 に した。1912 年（明 45）
院 員 。 

続 語 （45 ） 
家 問答 全 36 （28 ）

井手三郎文 所蔵の御幡雅文『華語跬歩

下編』日清貿易商会蔵版がやや 内容な

会 文集であるのに対して、 原文 郎

編 『華語跬歩 全』東亜同文会蔵版は

ほどが 音や 語、語 だけという

を していると われる内容であり、

これを『上編』であったとすると、続編と

して会 文集である『下編』 という

な学習を することができる。

御幡雅文『華語跬歩』日清貿易商会蔵版

は日清貿易研究所の教科書として編まれた

ものだが、研究所の外でも使用されたよう

である。

井手三郎文 所蔵の本書の 表 に「

郎 」という 跡があることから、これ

はもともと が用いたものであるとみられ

る。

本書は上掲したように「 」である。

日清貿易研究所の 者しか 手できない

ものだと われるが、 した 自身は

研究所の学生ではなく、研究所が上海にあ

った 期は日本にいた。そもそも が海を

渡るのは 1895 年（明 28）の台 行きが

はじめてである。

では、な 日清貿易研究所に っていな

い が御幡雅文『華語跬歩』日清貿易商

会蔵版である本書に れることができたの

だろうか。

ことさら中国について学んではいなかっ

た が中国語を学 はじめたことについ

て『続対支回顧録』 郎の には

                                            
15 郎（18 5〜 ）。長 県 科 （はにし

な ん）（現長 県 市）生まれ。1890 年

学校 学するが軍 を する。陸軍 年学校、

学校の 験に 。荒尾精のもとで中国語な

どを学 、1895 年陸軍通訳として台 に渡る。

年 職し （ の 書院）で中国語を

学 、189 年中国に渡って のもとで き、

に 省に り実業家として した。

変 は日本に き げた。1941 年 は 。（

東亜同文会内対支功労者伝記編纂会代表中

『続対支回顧録』下巻、大日本教化 書、

1941 年、400〜40 頁参照。） 
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のようにある。

明 十 年 1894 日清 が

り、 は 行を したも

の 、 方 なく 々として る 、

京都に る荒尾精 下の井上雅 より、

に いとの手 に したのである。

井上は海軍 学校を 学し京

都に せる荒尾の 下生となつたの

であるが、同 には 下国明、大原 、

原 代三 、 留 、

が り、 日荒尾 下の支 通から支

語の教授を けて た。よつて は

京都に り、荒尾の 下生となつ

て支 語の 習を めたが、日清 の

すると、 も

を げて り、支 語の教授に

したので長足の 歩を見る となつた。

荒尾は日清貿易研究所の 所長、 は

その 学生である。 前まで日清貿易研究

所にいた らが中国語を教えるに して、

そこで使われていた御幡雅文『華語跬歩』

日清貿易商会蔵版を 用することは す

るに くない。

                                            
16 大原 （18 8〜1911）。長 県 本市に生まれ

る。京都に荒尾精をたずね学 、 に 大 の

もとで中国語を学んだ。東亜同文書院 業。1904
年北京 学 教習、 に 軍 、1908
年東亜同文書院教員、 に三 商 会社上海支店

に る。（前掲『対支回顧録』下巻、1018〜1020
頁参照。） 
1  原 代三（18 6〜1909）。長 県

大 生まれ。荒尾精のもとで中国語を学 1896
年陸軍通訳として台 に渡る。 年東亜同文会

派遣留学生として渡清。東亜同文書院では 員

と中国語教員を ねた。1903 年 省に り

郎とともに実業家として した。（前掲『対支

回顧録』下巻、1012〜1013 頁参照。） 
18 留 。生没年 詳。 郎の を得て

大 で日中貿易の 業を んだ。（前掲『続対支回

顧録』下巻、405 頁参照。） 
19 （18 0〜1942）。 国

本（現 県 市）生まれ。日清貿易研究所

で学ぶ。日清 は清国内で に 。

、渡清し大東 、 、日清 を経

した。1920 年東亜同文会 長代 （1922 年

同 長）として同会の の実 を った。（前

掲『続対支回顧録』下巻、338〜351 頁参照。） 
20 前掲『続対支回顧録』下巻、401 頁。 内は

用者。 

この荒尾 下生については、『続対支回顧

録』の井上雅 の に のように述 ら

れている。

明 十 年 1895 月 井上

雅 は 東都 学の に上り 中京都

に ち り 中に し

て東亜の大 を せる荒尾精の を

いた。 この の会 は、 大

の を に て、 井上雅 の

生を支 する をも らした。

荒尾が うに は から東京に出

て、 経済の学問をすると で

あるが、夫れは でもよいではないか

くて 井上雅 は、 かに上京

の を変 し荒尾の に留り、 方

から同 を し、 に を

て を東方 院と し、荒尾に

して、支 語 経書を学 お い

に しつ 自 生 を んだの

である。 くの くして 井上雅

は荒尾の に在る 月、同年十月

その により陸軍通訳として台 に

渡り を られ

これによれば、荒尾の私塾は「東方

院」と い、京都の （に くおうじ）

にあった。現在、京都 京都市 京

の熊 社前に荒尾を記念する

石 があるが、 の自 や私塾もその

にあったのであろう。

国 国会 書 資料 所蔵「井上雅

文書（ ：東京大学 代日本

料 蔵）」中の井上雅 の手記『明

年 東 記 全』 には、2 月 4
日に「 めて荒尾精先生に見 」とある。

その 、「 化物 」という 見出

しをつけて 4 月 5 日に「家 得 」

とあるから、東京行きを め、 を えて

荒尾に するための京都での 在 所と

して「化物 」のような家を りたので

あろう。

さらに 5 月のこととして「大原

                                            
21 同 616〜61 頁。 内は 用者。 
22 国 国会 書 資料 所蔵「井上雅

文書（ ：東京大学 代日本 料

蔵）」、 第 1 。 
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郎 」とあり、前掲の『華語跬歩 下編』

日清貿易商会蔵版に を記していた 物で

ある が たことが確認できる。

同じ月には「化物 出 中

年台 」とも記している。「 中

年台」とは、荒尾が んでいた く

の「 年台」ということなのだろう。「 年

台」についてはよくわからないが、 方

郎 の 1895 年（明 28）9 月 14 日の日

記に している。

月十 日 。田 の に中 し

に出て荒尾精を 。出て

の 年台に じて 知

院を し る。 田

三 と 。荒尾 の書生三 り

の対清意見を く。

ここに荒尾の書生というのが出てくるが、

の日 の日記にも をあらわしている。

月十 日 下 荒尾 中の書生三

。

これらはち うど井上や が に

いた 期のことであり、書生とは井上や

といった荒尾 下生のことであろう。

このように 1895 年（明 28）中 から

本格 にはじまった荒尾の私塾だが、同年

には を したようである。

前掲「井上雅 文書」中の井上の

の手記『台 日記』 の 1895 年（明

28）11 月 4 日に「台 行

」とあり、同年 11 月 18 日には

から して台 向かったことが記さ

れている。また、同年 12 月には が、

年には 原もともに陸軍通訳として台

に渡った。さらに荒尾自身も 1896 年（明

                                            
23 方 郎（ なかた・こたろう 1864〜1923）。
肥 出身。済々黌に学 、1884 年上海の東

学 に り、その 中国 を 学し、荒尾精の

もとで にも した。1890 年日清貿易研

究所 に参 。1898 年東亜同文会 に参 。

1914 年上海で東方通 社を 。（前掲『対支回

顧録』下巻、360〜403 頁参照。） 
24 大 編「 方 郎日記、明 26〜29 年」

『 文学研究 』第 41 、 大学、2008 年 3
月、80 頁。下 は 用者。下 は 用者。 
25 大 、前掲文、80 頁。下 は 用者。 
26 前掲「井上雅 文書」、 第

1 。 

29）1 月 日に上海に渡ると 、同年 10
月台 で するまで であった。この

ように 1895 年（明 28） までに京都の

私塾の実 はなくなっている。

期 だけ 在していた荒尾の私塾の学

習とはどのようなものであったのだろうか。

やはり中国語には がいれられていたよ

うである。

井上雅 は前掲『明 年 東

記 全』で、1895 年（明 28）6 月の出

の中に「学業 」という 見出しを

つけて「清語、国 、 、経学」と記

している。「清語」は清国の 語、つまり中

国語のことである。

先に 用した『続対支回顧録』井上雅

の には「支 語 経学」を学 、

中からは から中国語を学んだとあ

った。

前掲の 方 郎の日記から、 は

1895 年（明 28）の 3 月は におり、

その いつ 京したのかはわからないもの

の同年9月から10月 までの は京都に

在していたことが確認できる 。この期 は

が中国語を教えたのであろう。

では がいない期 はどうしていたの

だろうか。

中国語の教授について荒尾は井上に の

ように語ったという。

に 三、頭 、 々 と

して、 下 亜学院と ものを

自 の に けたいと つて る

                                            
2  方 郎は 1896 年 1 月 日 け日記に「荒

尾精 滬。」（「滬」は上海の 。）と記している。

（大 、前掲文、89 頁。） 
28 方 郎の 1895 年中の日記に、「三月十三日

、三沢 、 田、 田 に

す。」（大 、前掲文、 6 頁。）、「 月 日 京都

在。 前田 、  
。」（同 9 頁。）、「十月 日 京都 、

田 に 。」（同 82 頁。）、「十月 十日 。日

日。 京 よりの る。」（同 82 頁。）、

「十月三十 日 。 より る。新

の め清国に くと 。」（同83頁。）、

「十 月 日 家大 の 、

郎の る。 に長崎に す。」（同

82 頁）、「十 月十 日 漢 するの

を認 。」（同 86 頁。）とあることから、 は

1895 年 9 月から 10 月 までは京都に 在してい

たことがわかる。 
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だ、支 語は自 が教 、経済学は

に つもりであるから、 も

同 となつて たい。

亜学院が実現した 跡はないが、私塾

はこの の のことであり、 が

京する以前は荒尾が中国語を教えた 性

もある。

井上雅 が 1895 年（明 28）の日記 に

も中国語学習についての記述がある。 に

所だけを き書きする。

月三十 日 方支 語

月 日 前 書 方

支 語研究

月 日 月支 語

月 日 前 書 方

支 語

月十 日 方支 語 十

月十 日 前支 語

月十 日 前支 語

月十 日 支 語日中 日

月十 日 前支 語

月 十 日 前支 語

月十 日 前支 語

月十 日 前支 語

月十 日 支 語 新

月十 日 国 支 語

月十 日 支 語

月 十 日 支 語 新

前

月 十 日 支 語 新

月 十三日 業 新 支

語

月 十 日 前 支 語

月 十 日 新 十 支 語

支 十

月三十日 前支 語 新 十

月 日 支 語

月 日 支 語 習

月 日 支 語 習

月十 日 支 語

月十 日 支 語

月 十日 支 語

                                            
29 前掲『続対支回顧録』下巻、61 頁。 
30 前掲「井上雅 文書」、 第

1 。 

月 十 日 支 語 習

井上の 1895 年（明 28）の日記は、2
月中 から 5 月 までと 10 月 日以 の

記述がなく、9 月 25 日から 10 月 5 日まで

は「 」と記されているだけであり、全

で 年 ほどしかつけられていない。くわ

えて 者では できない 所も い。そ

れでも上記のように中国語の学習について

の くの記述を確認することができ、中国

語学習に重きをおいていた がわかる。

また前掲『明 年 東 記

全』は 10 月の出 の中に「清語研究

」と記しており、やはり、かなり

に中国語を学んでいたようである。

日清貿易研究所で学んだなかには日清

や台 で陸軍の通訳となっている者がい

るが、荒尾の私塾で学んだ井上も上掲のよ

うに荒尾の紹介で台 の陸軍通訳となって

いる。ほかに 、 原も台 で陸軍通

訳となっているが、これにも荒尾の が

あったのであろう。

荒尾自身が陸軍軍 であったこと、日清

貿易研究所、京都の私塾に学んだ者も陸軍

通訳として したということだけをみる

ならば、 つの荒尾の学校は中国 の

を める軍 の外 な と ける

こともできなくもない。

しかし、そういった え方は 確ではな

いでないだろう。

日清貿易研究所 業生が通訳として中国

との に することについて、荒尾と

ともに日清貿易研究所を し、 に東亜

同文書院院長となった は のよう

に述 ている。

改 問 ナ ナ

文明 ナ 通

訳 精 、 語

生

カ

                                            
31 （ね ・はじめ 1860〜192 ）。

出身。陸軍軍 、教育者。 と す。陸軍

教 、陸軍 学校（ 4 期）。 鎮台を経て

陸軍大学校に るが教 と し

学。参 本 を経て となり荒尾精の日

清貿易研究所 に参 、『清国通商 』を 。

、東亜同文会 長、東亜同文書院院長として

した。（前掲『対支回顧録』下巻、554〜561
頁参照。） 
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上参 長 通訳生 研究

所 業生 参

本 研究所出身者

見研究所出身ナ

明カ 以 ナ

改 も意識し国 に認められる国

家として る うためには中国 と 確な

をとることができる知

識、 が 要であり、それができるのが

日清貿易研究所出身者だというのである。

つまり軍 することが であるよ

うな教育 ではなかったということであ

る。前掲したように荒尾の私塾で国 が

教授されていたのも、こういった国 社会

の意識が にあったのではないだろう

か。また、 軍に して日清貿易研究所出

身者とわかるように をつくり身につけ

ていた なども自らと軍を する意識の

あらわれである。

さらに日清貿易研究所や荒尾の私塾で学

陸軍通訳となった者が軍やそれに い

に留まることなく商いの に身を じ

ていることからも、軍 の を第 に

いていなかったことがみてとれる。

日清貿易研究所でいえば、華 では

、華北や東北では向 が実業家と

して している。教員であった御幡雅文

もまた陸軍省派遣で清国留学をして陸軍通

訳 となるなど軍に がある 物であるが、

は三井物産会社上海支店 を んで

いる。

京都の荒尾の私塾に学 台 で陸軍通訳

となった 、 原も もなく軍を し

て 中国語を学 した に実業 に

っている。同じく軍で通訳となった井上は

会社を して商 をするという方 はとら

                                            
32 、 編『 』東亜同文書院

学 会、1908 年 6 月、上編 2 28 頁。 
33 向 （こうの・けんいち 1868〜1931）。
前 方 手 新 （現 県 方市）出身。

日清貿易研究所 業。日清 では陸軍通訳 と

なり清国内で を行う。1896 年軍を すと

北京に を 店、日 は に り

行を くなど、華北、東北の実業 で

した。 商業会 所 長、 行 、

物会社 。（前掲『対支回顧録』下

巻、601〜618 頁参照。） 

なかったものの 方の や日本 の海外

業に した。大原は軍の通訳には

ならなかったが東亜同文書院の教員となっ

たものの、「 生の を け荒尾 の

を実現せんとした 」として三 商 会社の

上海支店に じている。 が う荒尾の

とは通商に わることだったのである。こ

れは の 下生にもいえることであろう。

前述したように、御幡雅文『華語跬歩 下

編』日清貿易商会蔵版は、これが使われた

日清貿易研究所の商業重 の をあらわ

すように、 の版の『華語跬歩』にはない

商 のやりとりに 化した「商 問答」が

められていた。これに学んだ学生たちが

実 にその での を く意識してい

たことは、教材である御幡雅文『華語跬歩』

日清貿易商会蔵版だけでなく日清貿易研究

所や荒尾の京都での私塾の性格を すもの

である。

井手三郎文 が所蔵する の 本で

ある。「 書 東」と された用 に

で書かれている。

巻 には「明 三十 年 月 日 上

海 井手」

とある。井手三郎自身によって 1899 年（明

32）に上海で写されたものであるとみら

れる。

その は のようである。

東中問答（34 ）

（11 ）

書 にあげられた「東中問答」の に「

」も写されている。

書き を漢 に けて をあ

らわしているが、 音と 音の は

していない。 はなく、文の り

には をあけている。

「東中問答」という は、本書以外で

は瓊浦揮肅未㝎稿『華語跬歩 全』にしか

みられないものである。全文を対照したわ

けではないが、ともに 36 よりなっており、

瓊浦揮肅未㝎稿『華語跬歩 全』を手写し

たものであるとみられる。

によれば「東中問答」は、御幡雅文

                                            
34 前掲『対支回顧録』下巻、1019 頁。 
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『華語跬歩 上編』日清貿易商会蔵版では

内容はそのままに「家 問答」と改 され

録されたという 。

御幡雅文『華語跬歩』日清貿易商会蔵版、

井手三郎手写『華語跬歩 東中問答』につ

いで刊行された 原文 郎編 『華語跬歩

全』東亜同文会蔵版にも「家 問答」が

録されている。これもやはり、それ以前の

版と同じく全 36 よりなっている。井手三

郎手写『華語跬歩 東中問答』 尾の「

」が 原編 本では「

」になっているという の異同

もみられるものの内容はほ 同じものであ

る。

これらのことから瓊浦揮肅未㝎稿『華語

跬歩 全』の「東中問答」に 手 しを

して「家 問答」と改 し、またいくつか

の内容を したものが御幡雅文『華語跬

歩 上編』日清貿易商会蔵版であり、これ

を 本に刊行されたのが 原文 郎編

『華語跬歩 全』東亜同文会蔵版だと考え

られる。

さて、井手はすでに 188 年（明 20）
に上海に渡り、漢 、北京、 を 1890
年（明 23）にかけて 学し、 の中国

語の があったと われる。その がな

1899 年（明 32）の でわざわざ御

幡の教科書を書き写したのだろうか。

の経 からしてきちんと中国語を学ん

でいなかったためということもあるかもし

れない。しかし、それよりも が写したの

が「東中問答」と「 」であるという

に したい。

井手は瓊浦揮肅未㝎稿『華語跬歩 全』

のす てを書き写したわけでない。 音や

語集、語 集の は写していない。

が写したのは、日 会 の 文集である「東

中問答」、ことわざを集めた「 」だけ

である。

中国で 3 年 生 をし、 なくとも 行

ができる の中国語の をもっていた井

手にとって 音や 語は写すまでもないこ

とであったのかもしれない。しかし、中国

語教育に な経験をもつ御幡が精 した

文は、日清貿易研究所や東亜同文書院と

いった中国語重 の学校で中国語を学んだ

                                            
35 鱒沢、前掲「御幡雅文伝考」、42 頁。 

ことがなかった にとっては学ぶ き内容

であったのであろう。

が、瓊浦揮肅未㝎稿『華語跬歩 全』

の 録 では「 」「東中問答」である

にもかかわらず、まず日 会 文集であ

る「東中問答」を、 いでことわざ集の「

」と原本とは の で書き写してい

ることに すれば、手写 、上海に

在していた にとってそこに 録されてい

る日 表現がもっとも参考になると考え、

まず「東中問答」を写したのではないだろ

うか。

日 会 の重要性はいうまでもないが、

ことわざを集めた「 」も重 して書

き写したことはややわかりにくいかもしれ

ない。

「 」とはどのようなものなのか。

の版の『華語跬歩』も「 」はす

て の 文からはじまっている。

 
（ あばたの が しい を りたいという

ことを、 が の を たがる、

と う）

このように前 で の 明をし、

でその 用 な い回しをあげる。

に東亜同文書院の現 学生が『北京

用 』 という「 」のみを 録し

た教材を出しているが、この著者は「 」

とは「 を華 にし明 にし 意 を

からし る 」ものだと 明しており、

、中国語で意 の 通をはかる に「

」は かせないものととらえられていた

ようである。

「 」を『華語跬歩』に 録した御幡

もそうした考えをもっていたということだ

ろうし、書き写した井手もまた自らの中国

語 の上 の として「 」を自

在に ることを いていたからこそ、わざ

わざ手写してこれを学んだのであろう。

『華語跬歩』と する書は つではなく、

さまざまな版がある。東亜同文書院で教科

                                            
36 、 郎『北京 用 』文

書店、1905 年。 
3  同 3 頁。 
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書として使われる以前にすでに 在してい

た。

そのうち にあげる三 が東京大学

学 代日本 料 明 新

文 井手三郎文 に所蔵されている

ことを確認した。

 瓊浦揮肅未㝎稿『華語跬歩 全』

 御幡雅文『華語跬歩 下編』日清貿易

商会蔵版

 井手三郎手写『華語跬歩 東中問答』

瓊浦揮肅未㝎稿『華語跬歩 全』の

には「 華語跬歩音集」と されている

ものの、井手三郎文 所蔵本には 録され

ていない。しかし、御幡雅文混纂『華語跬

歩音集』なる書が 書として 通していた

実があり、おそらくこれが「 華語跬歩

音集」のことだと われる。これらはカナ

で中国音をあらわしており、御幡雅文は教

材をつくりはじめた から、独学にも使

うことができるものを していたことを

うかがいしることができる。

御幡雅文『華語跬歩 下編』日清貿易商

会蔵版については、実見した 、これが

日清貿易研究所のために編まれたことや、

あきらかに 以上の しい内容だ

けを 録しており、先行研究で 明されて

いたような『上編』の 訂版でないことが

わかった。

御幡雅文『華語跬歩 上編』日清貿易商

会蔵版については、 巻本である 原文

郎編 『華語跬歩 全』東亜同文会蔵版の

に意 をなさい「上編」という語が

されていること、くわえてこれの内容が

音や 語集をはじめ御幡雅文『華語跬歩

下編』日清貿易商会蔵版とくら て易しく

文 通り『上編』に さわしいことから、

原文 郎編 『華語跬歩 全』東亜同文

会蔵版と御幡雅文『華語跬歩 上編』日清

貿易商会蔵版は同じ内容のものだと考えら

れる。

御幡雅文『華語跬歩 下編』日清貿易商

会蔵版は であり、 者以外の手に

るものではないにもかかわらず、井手三

郎文 所蔵本には日清貿易研究所と の

がない 郎の が されていた。

は日清貿易研究所所長荒尾精が研究所

を じた に京都で いた私塾で学んでい

た 物である。そこでは日清貿易研究所

業生 などによって中国語が教えら

れていた。 期が日清貿易研究所 の

であることからそこでの教材は研究所の

ものを 用したと考えられ、井出三郎文

所蔵本は がここで用いていたものだと

みられる。

日清貿易研究所のために編まれた御幡雅

文『華語跬歩』日清貿易商会蔵版は荒尾の

京都の私塾でも使われていたのである。

また、さまざまな『華語跬歩』の版のな

かで 「商 問答」という商 に 化し

た内容を日清貿易商会蔵版が 録していた

こと、これに学んだ日清貿易研究所、京都

の私塾の 々が、 は軍 や教育などの

職についたとしても は商業 の

を したことなどから、荒尾の教育のね

らいが日本の通商を う国 な 材

であったことをうかがいしることができる。

井手三郎手写『華語跬歩 東中問答』は、

刊行された『華語跬歩』の中では瓊浦揮肅

未㝎稿『華語跬歩 全』にしか まれない

「東中問答」が 録されていることから、

これを書き写したものであることがわかる。

井手は な中国語教育はうけていな

いと われるが、 年（明 ）に上海

に渡った 、中国を踏 した経験をもって

いる。 の語学 はもっていたと われ

る がわざわざ書き写したということ自

が『華語跬歩』の実 での 用性を して

いるだろう。また日 会 の 文集「東中

問答」だけではなく、ことわざを集めた「

」も写しているが、これは『華語跬歩』

を著した御幡が「 」を使いこなせるこ

とが な中国語であるという考えをもっ

ていたことをうかがわせるものである。

文中、 用に して日本語資料は

を新 に改めた。

本稿は、 年 科研 （ 研究「東

亜同文書院で使用された中国語教材の研

究」）の をうけた研究の の であ

る。



132

『華語畦歩』版本一覧
出版時期 著者、編者 題名 出版 版 版次 備考 参考本所蔵先

1886夏
理浦揮粛

未定稿
和装本 井手三郎文庫

（明治19) 華語畦歩全

’P 御I幡雅文混纂 幸語畦歩音集 出1装本 未見n

1890年8月
御幡雅文 華語珪歩上編 日清貿易商会蔵版 未見。

（明治23)

1891 年
御幡雅文 華語畦歩下編 日清貿易商会蔵版

和装本
井手三郎文庫

（明治24) 非売品
1899年

井手三郎手写 華語畦歩
和装本 井手三郎文庫

（明治32) 東中問答

1901 年7月 10 日
柏原文太郎編輯 華語畦歩全 東E同文会蔵版

和装本 国会図書館
（明治34) 非売品 愛知大学

1903年10月 1 日
御幡雅文 華語畦歩全 文求堂書店 東亜同文会蔵版 初版

和装本 国会図書館
（明治36) 市販 愛知大学

1905年8月 5 日
御幡雅文 華語睦歩全 文求堂書店？ 東E同文会蔵版 再版 未見。

（明治38)

1906年6月 1 日
御幡雅文 華語睦歩全 文求堂書店 東E同文会蔵版 第3版

和装本 北九州市中央図
（明治39) 市販 書館

1907年2月 15 日
御幡雅文 華語畦歩全 文求堂書店？ 東亜同文会蔵版 第4版 未見。

（明治40)

1907年5月 20 日
御幡雅文 華語睦歩全 文求堂書店？ 東E同文会蔵版 第5版 未見。

〔明治40)

1908年1 月 1 日
御幡雅文 華語畦歩全 文求堂書店？ 東E同文会蔵版 第6版 未見。

（明治41)

1908年9月 5 日
御幡雅文 増補華語睦歩 文求堂書局 東E同文会蔵版 第7版

洋装本
国会図書館

〔明治41) 市販

1910年1 月 10 日
御幡雅文 増補華語蛙歩 文求堂書局 東E同文会蔵版 第8版

洋装本
井手三郎文庫

（明治43) 市販

1911 年4月 25 日
御幡雅文 増補華語睦歩 文求堂書局 東E同文会蔵版 第9版

洋装本
井手三郎文庫

（明治44) 市販

1913年5月 20 日
御幡雅文 増補華語蛙歩 文求堂書店？ 東E同文会蔵版 第10版 未見。

（大正2)

1915年4月 25 日
御幡雅文 増補華語珪歩 文求堂書店 東E同文会蔵版 第11版 洋装本 愛知大学

（大正4)

1917年5月 1 日
御幡雅文 増補華語畦歩 文求堂書店 東E同文会蔵版 第12版 洋装本 個人

（大正6)

1920年6月 1 日
御幡雅文 増補華語睦歩 文求堂書店 東E同文会蔵版 第13版 洋装本 個人

（大正9)




